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「KARTE」と対話エンジン「BEDORE Conversation」が連携開始 

 

問い合わせページに来訪する顧客の行動や会員情報に合わせたシナリオでチャットをプッシュ型で最適に提案、 

架電削減や顧客体験向上を可能に 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 株式会社BEDORE（東京都文京区：代表取締役 下村 勇介、親会社：株式会社 PKSHA Technology、以

下 BEDORE）は、同社が提供する対話エンジン「BEDORE Conversation」と、株式会社プレイド（東京

都中央区：代表者 倉橋 健太）が提供するCX（顧客体験）プラットフォーム「KARTE（カルテ）」との連

携を開始することをお知らせします。 

 

 

 対話エンジン「BEDORE Conversation」は、深層学習技術を用い、日本語の言語解析に特化した高精

度なチャットエンジンです。LINEをはじめ、多くの企業のカスタマーサポートや購入促進に活用されてい

ます。 

本連携により、KARTEでリアルタイムに取得した顧客の行動、会員情報、マイページへのログイン有無、

FAQの閲覧経験など様々な情報から、BEDORE Conversationが顧客に合わせたシナリオをプッシュ型で

話しかけることで、よりきめ細かい自動応答をすることが可能になりました。これにより、カスタマサポ



ートでは架電削減や顧客体験向上、接客/セールス対応においてはコンバージョン向上等の効果が見込めま

す。 

 

 初回の取り組みとして、ソニーネットワークコミュニケーションズ株式会社が運営する「So-net」の会

員サポートページ( https://support.so-net.ne.jp/ )にて、本連携ソリューションの導入を決定しまし

た。問い合わせページを閲覧している架電する可能性が高い顧客を検知し、チャットやFAQへ誘導する取

り組みはすでに開始しており、今後は、入会プランやマイページへのログイン有無など、サポートページ

に来訪する顧客のより詳細な情報を紐付け、顧客の文脈に合った自動応答をプッシュ型で話しかけるとい

った、より利便性の高い機能の導入も予定しています。 

顧客が課題解決に要する時間を減らし、カスタマーサポートの体験向上と架電対応業務の削減を、KARTE

とBEDORE Conversationで支えて参ります。 

 

 

 

対話型自動応答チャットのイメージ 

 

 

■KARTEについて 

 「KARTE」は、ウェブサイトやアプリを利用するお客様の行動をリアルタイムに解析して一人ひとり可

視化し、個々のお客様にあわせた自由なコミュニケーションをワンストップで実現するCX（顧客体験）プ

ラットフォームです。2015年3月にサービスを開始しました。 

https://support.so-net.ne.jp/


高い拡張性を備えており、オンサイトに限らず様々なシーンでのマーケティング課題やニーズに合わせた

活用が可能です。KARTEは、あらゆるデータを個客軸で統合・解析することで圧倒的な顧客理解を可能と

し、エンドユーザーにおける体験価値（CX）の向上を実現します。 

 

■BEDORE Conversationについて 

 「BEDORE Conversation」は、深層学習と日本語固有の自然言語処理技術による構文解析を組み合わ

せたアルゴリズムで、高精度のユーザー意図理解を実現します。業界固有表現辞書（日本語）と汎用的な

システムアーキテクチャにより、接客・コールセンター・FAQ対応において、自動化・半自動化を支援し

ます。 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

【本件に関する報道関係者からのお問い合わせ先】 

株式会社BEDORE 広報担当 

電話：03-6801-6718 メールアドレス：bedore-contact@pkshatech.com 
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